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今村 哲也 博士後期課程3年
イギリスにおける同一性保持権と表現の自由に関する一考察,
－1988年ＣＤＰＡ80条の解釈論を巡って－

内山 敏和 博士後期課程2年
情報格差と詐欺の実相（６）
―ドイツにおける沈黙による詐欺の検討を通じて―

小川 明子 博士後期課程1年 追及権―日本における制定の必要性

片山 英一郎 博士研究指導終了ドイツ血統法における親子関係

城内 明 研究生 判例における「損害の公平な分担」概念（４）

向山 純子 博士後期課程6年
倒産法におけるライセンス契約の処理（１）
―ライセンシー保護の観点から―

小坂 亮 博士後期課程1年
リストの責任論 ―錯誤論におけるリストの動機説の意義をめぐって
―（３・完）
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清水 真人 博士後期課程2年 ＤouglasによるPublicDirectorの構想について（２・完）

杉本 和士 博士後期課程2年 破産における「現存額主義」と一部弁済処遇の関係に関する覚書（５）

田岡 絵理子 博士後期課程1年
代理権授与行為の法的性質について（三）
―代理人の忠実義務の法的根拠を探る前提議論として―

張 睿暎 博士後期課程1年 韓国の著作権法制度―日本との比較を中心に

原田 和征 博士後期課程3年 課徴金制度における制裁的不利益処分と手続保障のあり方

藤巻 梓 博士後期課程2年 ドイツ住居所有権法における規約制度の検討（五・完）

柳沢 雄二 博士後期課程1年 貸金庫の内容物に対する強制執行（２）

渡邊 奈緒子 博士後期課程3年
EC法および国際法におけるECの対外的権限（２・完）
―混合協定を手がかりとして―
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